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第98期の広報委員会委員長をさせていただいております福山大学の関根でございます．  

2020年度は「世界中でコロナ」といった感じで，いつの間にか4月を過ぎてしまいました．相も変わ

らず世界中で「人の移動」は制限され続けているようですが，今年に入ってからワクチンの接種も始ま

り，欧州などで「外出制限」が緩和された，などといったニュースもテレビや新聞などで見かけるように

なり，少しずつではありますが「コロナ以前」の生活へ戻れそうな見通しも，湧いて来つつあるようです．

また，最近では「SDGs（Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標））」という言葉を耳に

することも多くなりました．20世紀の「経済優先」の「副作用」として世界中の様々な地域で自然環境

が破壊された結果，生態系が崩れて漁獲高が減少したり異常気象で農作物が取れなくなったり洪

水・土砂崩れで家屋が流されたりなどと，自然界だけでなく人間の日常生活も脅かされるようになっ

てきたことから，地球環境に優しい「持続可能な」社会を創っていくことが重要視されるようになりまし

た．SDGsは「今後の科学技術の進むべき」目標でもあると思います． 

今号では，さまざまな“地球に優しい”新エネルギーが発表された「第13回 新☆エネルギーコン

テストの実施報告」，新型コロナウィルス（COVID-19）の脅威から日常生活を取り戻すワクチンの輸

送や保管に必要不可欠な冷凍技術，「ものを作ることに理論が活用できる」ことをねらったユニークな

内容で開講されている大分大学の教養教育科目「教養としての機械工学」，積極的な国際交流と

“日本型高専教育制度「KOSEN」の海外展開”事業に取り組む木更津工業高等専門学校の話題を

掲載させていただきました．読者の皆様にご興味をもっていただければ幸いと存じますと共に，コロ

ナ禍が一日も早く終息することを心よりお祈り申し上げます． 

 

2020 年度広報委員会委員長 関根 康史 （福山大学）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コロナ除け」の妖怪アマビエ＆アマビコ（三次もののけミュージアム，広島県三次市） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本機械学会技術と社会部門ニュースレター:  http://www.jsme.or.jp/tsd/news/index.html 
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